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十
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月
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第
百
六
十
七
号

●佐藤英司　認知症対策について
●早坂寿博　町立診療所のコロナウイルス対策について
●加藤重夫　児童生徒の学力向上に向けた取り組みについて

町政を問う  一般質問

令和３年度一般会計・特別会計を決算審査特別委員会で審査

未来の由仁町もキラリと輝く町に！
由仁小学校６年生が社会科の学習で議会を傍聴しました
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付議事件 主な内容

公営住宅中央団地建設工事契約金額の変
更について

基礎工事の掘削作業時に、土中から基礎コンクリー
トが現れ、コンクリート殻の処分費用が発生したた
め契約金額を変更

由仁町議会議員及び由仁町長の選挙にお
ける選挙運動の公費負担に関する条例の
一部を改正する条例の制定について

公職選挙法施行令に規定する公営単価の見直しが行
われたことに伴い、条例の一部を改正

職員の育児休業等に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

非常勤職員の育児休業取得要件などを緩和するた
め、条例の一部を改正

教育委員会教育長の任命について
石井洋氏（前 平取町アイヌ文化振興公社事業部副
部長）を任命することに同意

教育委員会委員の任命について 山川大順氏（東栄）を任命することに同意

由仁町議会の個人情報の保護に関する条
例の制定に係る審査特別委員会の設置に
ついて

令和５年４月から、新たな個人情報保護法が施行さ
れることに伴い、議会で新たに条例を制定する必要
があるため、審査を行う特別委員会を設置

国土強靱化に資する社会資本整備等に関
する意見書について

左記の意見書を採択し、衆参両議院及び関係省庁等
に提出

令和４年
第３回定例会

　令和４年第３回定例会は９月 12日に召集され、会期を 16日までの５日間とし
て開会しました。
　諸般の報告（令和３年度由仁町健全化判断比率、資金不足比率など）に続いて行
政報告、教育行政報告が行われ、一般質問は３名の議員が３件の質問を行いました。
付議事件は、専決処分した事件の報告１件、条例の一部改正案２件、令和４年度各
会計補正予算案６件、人事案２件、会議案１件、意見書案１件を慎重に審議し、い
ずれも原案のとおり可決しました。

専
決
処
分

し
た
内
容

条
例
の
一
部
改
正

人　
事　
案

会　
議　
案

意
見
書
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由仁小学校６年生29名が、社会科学習の一環で９月12日の本会議を傍聴しました。
行政報告や一般質問の様子を見学し、児童の皆さんは真剣に耳を傾けていました。

議会を見て感想は？

令和４年度補正予算を可決

会　計　名
補正前の額 補正額 補正後の額

主な内容

一 般 会 計

５,３２９,３７８ １３１,５１３ ５,４６０,８９１

新型コロナウイルス対応地方創生臨時事業費の増額
令和３年度事業に係る国及び北海道への返還金の追加
由仁町立診療所特別会計繰出金の減額

特

別

会

計

国民健康保険事業
９１４,０３３ ３６９ ９１４,４０２

国保システムに係る庁舎ＬＡＮ配線工事費用の追加
システム改修に係る国保連への負担金の追加

農業集落排水事業
２７９,７８８ １，４７４ ２８１,２６２

三川浄化センター及び川端浄化センターの機器修繕に係る経費の追加

介 護 保 険 事 業
７５０，８５４ ５５，０６５ ８０５，９１９

地域支援事業費の増額
令和３年度の介護給付費、地域支援事業に係る返還金の追加

国 民 健 康 保 険
由仁町立診療所

５２９,８８９ １,８３３ ５３１,７２２

看護師の雇用・退職に伴う人件費の減額
新型コロナウイルス感染症の増加に伴う検査手数料の追加

介 護 老 人
保 健 施 設 事 業

１４１,２１８ １４ １４１,２３２

新型コロナウイルス感染症の発生に伴う廃棄物の処理に要する費用の
追加

（単位：千円）
令和４年度各会計補正予算は、原案のとおり可決しました。
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今
後
も
、認
知
症
の
発
症
予
防
に
対

す
る
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、

高
齢
者
一
人
ひ
と
り
が
、住
み
慣
れ
た

地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生
の

最
期
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」の
構
築

に
努
め
ま
す
。

　
　
　

町
長
が
就
任
し
て
以
降
、認
知

　
　
　

症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
を
積

極
的
に
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、こ
れ
ま

で
何
名
の
方
が
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に

な
っ
て
い
る
の
か
、ま
た
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
や
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
の
予
定
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　

当
町
で
は
、認
知
症
サ
ポ
ー
タ

　
　
　

ー
を
養
成
す
る
講
師
を
７
名

育
成
し
、平
成
22
年
９
月
か
ら
講
座
を

開
設
い
た
し
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、由
仁
町
全
体
で
９
１
６

名
の
方
が
受
講
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、令
和
２
年
度
か
ら
は
新
た
に

小
・
中
学
生
を
受
講
対
象
に
加
え
、こ

れ
ま
で
１
２
０
名
の
児
童
生
徒
が
こ
の

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
質
問
の
、認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
に
つ
き
ま
し
て

は
、ま
ず
は
新
規
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成

を
優
先
し
て
い
ま
し
た
が
、今
後
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

　

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修
に
つ
き
ま
し

て
も
認
知
症
の
方
、ご
家
族
、認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
の
声
を
聞
き
な
が

ら
、必
要
な
時
に
取
り
組
む
こ
と
が
出

来
る
よ
う
、準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

一般
質問

認
知
症
対
策
に
つ
い
て

　
我
が
国
で
は
、
高
齢
化
が
急
速
に
進

み
、
当
町
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な

く
、
高
齢
者
の
増
加
に
比
例
し
て
認
知

症
患
者
も
増
加
す
る
の
で
は
な
い
か
と

危
惧
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
高
齢
者
が
尊
厳
を
保
ち
な
が
ら
穏
や

か
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
、
家
族
も
安

心
し
て
社
会
生
活
を
営
む
た
め
に
は
、

認
知
症
に
対
し
て
理
解
を
深
め
予
防
す

る
た
め
の
取
り
組
み
が
大
変
重
要
と
考

え
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
次
の
点
に
つ
い
て
町
長
に

伺
い
ま
す
。

①
町
で
把
握
し
て
い
る
認
知
症
患
者
数

と
、
こ
れ
ま
で
の
傾
向
に
つ
い
て

②
認
知
症
の
発
症
予
防
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
か
。

町
長
答
弁

①
当
町
に
お
け
る
認
知
症
の
方
の
数
に

つ
き
ま
し
て
は
、令
和
４
年
３
月
31
日

現
在
で
は
２
５
６
人
、平
成
28
年
３
月

末
で
は
２
５
１
人
と
６
年
間
で
５
人
の

増
加
と
、概
ね
横
ば
い
と
な
っ
て
い
ま

す
。

②
認
知
症
の
発
症
リ
ス
ク
は
生
活
習
慣

病
に
よ
っ
て
高
ま
る
と
言
わ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、当
町
で
は
40
歳
以
上
の
方

を
対
象
に
特
定
健
診
の
受
診
勧
奨
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、歯
周
病
の
治
療
や
予
防
に
よ

っ
て
、認
知
症
の
発
症
や
進
行
を
遅
ら

せ
る
仕
組
み
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た

こ
と
か
ら
、新
た
に
昨
年
度
か
ら
成
人

歯
科
健
診（
口
腔
ケ
ア
）を
開
始
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、平
成
22
年
度
か
ら
高
齢
者
の

介
護
予
防
に
運
動
を
取
り
入
れ
た「
げ

ん
き
塾
」を
社
会
福
祉
協
議
会
へ
委
託

し
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族

な
ど
地
域
住
民
が
集
ま
っ
て
お
茶
を
飲

み
な
が
ら
交
流
を
行
う
場
で
あ
る「
認

知
証
カ
フ
ェ
」は
町
内
２
か
所
、高
齢
者

が
集
う「
地
域
サ
ロ
ン
」は
、町
内
３
か

所
で
開
設
し
て
い
ま
す
。

佐藤議員

問答

認知症サポーター養成講座を受講し、認知症サポーターが身に
着けているオレンジリング（左）、サポーターカード（右）
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児
童
生
徒
の
学
力
向
上
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
毎
年
度
、
全
国
の
小
学
校
６
年
生
と

中
学
校
３
年
生
を
対
象
と
し
た
「
全
国

学
力
学
習
状
況
調
査
」
、
い
わ
ゆ
る
全

国
学
力
テ
ス
ト
が
一
斉
に
実
施
さ
れ
、

当
町
の
調
査
結
果
は
、
平
成
29
年
度
、

平
成
30
年
度
に
は
中
学
校
で
全
道
・
全

国
平
均
を
上
回
る
科
目
が
あ
る
も
の

の
、
令
和
３
年
度
、
令
和
４
年
度
は
小

中
学
校
と
も
に
全
国
・
全
道
平
均
を
多

く
の
科
目
で
下
回
る
結
果
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
年
度
に
お
い
て
差
は
あ
る
も
の
の
、

近
年
の
当
町
の
全
国
学
カ
テ
ス
ト
の
平

均
正
答
率
は
、
全
国
・
全
道
平
均
と
比

較
す
る
と
低
い
状
況
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

　
子
供
た
ち
の
学
力
を
テ
ス
ト
結
果
だ

け
で
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
重
要
な
ツ
ー
ル
の
一
つ
に
な
っ
て

い
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
教
育
委
員
会
は
、
調
査
結
果
の
分
析

を
実
施
し
、
分
析
結
果
に
基
づ
い
た
実

効
性
の
高
い
取
り
組
み
を
進
め
、
学
力

向
上
に
向
け
た
改
善
策
を
講
じ
る
よ
う

学
校
に
対
し
て
指
導
す
る
と
教
育
長
が

述
べ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
実
効
性
の
あ
る
学
力
向
上
の
た

め
の
改
善
策
は
、
ど
の
よ
う
な
事
を

行
っ
た
の
か
、
効
果
が
出
る
兆
し
は
あ

る
の
か
、
今
後
学
力
向
上
を
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
か
教
育
長
に
伺
い
ま

す
。

教
育
長
答
弁

　

全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
い
わ
ゆ

る
全
国
学
力
テ
ス
ト
は
、小
学
校
６
年

生
と
中
学
校
３
年
生
を
対
象
と
し
て
い

ま
す
が
、調
査
を
行
っ
て
い
な
い
学
年

を
含
め
た
全
体
の
学
力
実
態
の
把
握
や

課
題
の
抽
出
は
、学
び
を
深
め
て
い
く

上
で
大
事
な
取
り
組
み
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

当
町
で
は
、主
要
教
科
を
中
心
に
Ｎ

Ｒ
Ｔ
標
準
学
力
検
査
を
小
学
２
年
生

以
上
の
学
年
で
実
施
し
、全
国
学
力
テ

ス
ト
の
結
果
と
合
わ
せ
て
、全
体
的
な

実
態
を
把
握
し
、小
中
学
校
教
職
員
で

組
織
す
る「
由
仁
町
学
力
向
上
委
員

会
」で
、児
童
・
生
徒
の
各
学
年
、教
科

ご
と
の
課
題
や
改
善
策
を
示
し
て
お

り
、学
力
の
改
善
に
向
け
て
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

各
学
年
で
細
か
く
標
準
学
力
検
査

の
結
果
を
分
析
し
、課
題
が
あ
る
学
習

内
容
を
指
導
し
て
い
る
こ
と
か
ら
概
ね

効
果
は
出
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
が
、今
後
も
児
童
生
徒
に
対
す
る
学

力
の
底
上
げ
は
、学
力
テ
ス
ト
の
結
果

に
問
わ
ず
必
要
な
対
策
と
考
え
て
い
ま

す
。

町
立
診
療
所
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
に
つ
い
て

　
由
仁
町
に
お
け
る
医
療
の
拠
点
で
あ

る
町
立
診
療
所
に
お
い
て
、
８
月
に
複

数
の
医
療
関
係
者
や
入
院
患
者
が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
、
ク
ラ
ス

タ
ー
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
事
は
、
町
民

誰
も
が
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
数
日
の
う
ち
に
休
診
が
解

除
さ
れ
再
開
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
、

診
療
や
訪
問
医
療
に
対
す
る
コ
ロ
ナ
対

策
に
つ
い
て
、
町
民
の
安
全
、
安
心
を

守
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
も

っ
て
診
療
を
行
っ
て
い
く
の
か
町
長
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

町
長
答
弁

　

町
内
で
唯
一
の
病
床
を
持
つ
由
仁
町

立
診
療
所
は
、外
来
、入
院
、訪
問
診
療

と
町
民
の
医
療
の
拠
点
と
し
て
、重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

外
か
ら
ウ
イ
ル
ス
が
持
ち
込
ま
れ
る

こ
と
を
予
防
す
る
た
め
、こ
れ
ま
で
も
、

新
た
に
入
院
す
る
患
者
に
つ
い
て
は
、

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
行
い
、結
果
が
出
る
ま

で
は
感
染
者
と
同
様
の
対
応
と
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、外
来
診
療
に
つ
い
て
は
、発
熱

な
ど
の
風
邪
の
症
状
の
あ
る
方
は
、院

内
に
入
ら
ず
に
一
般
外
来
と
時
間
を
分

け
て
診
療
を
行
う
発
熱
外
来
を
受
診

し
て
い
た
だ
き
、対
応
す
る
職
員
も
十

分
な
感
染
対
策
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、

職
員
自
身
が
感
染
者
と
な
り
院
内
で

の
感
染
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、職
員
の
健
康
確
認
が
重
要
で
す
。

　

毎
日
の
出
勤
前
の
検
温
を
は
じ
め
、

わ
ず
か
な
症
状
で
も
迅
速
に
検
査
を
行

う
よ
う
徹
底
し
、感
染
拡
大
を
最
小
限

に
抑
え
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

訪
問
診
療
に
つ
い
て
は
、対
象
と
な

る
患
者
の
日
頃
の
体
調
を
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
や
ヘ
ル
パ
ー
、訪
問
看
護
師
等
と
情

報
共
有
を
図
り
、必
要
に
応
じ
、往
診

で
検
査
を
実
施
す
る
な
ど
の
対
応
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

無
症
状
、経
路
が
不
明
で
あ
る
感
染

者
が
多
数
発
生
し
て
い
る
現
在
は
、マ

ス
ク
や
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
の
装
着
、手

洗
い
、手
指
消
毒
、換
気
な
ど
標
準
的

な
対
策
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、院
内

へ
の
ウ
イ
ル
ス
の
持
ち
込
み
に
、十
分
に

注
意
を
払
い
、町
民
の
皆
さ
ん
が
安
心

し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、今
後
も
感
染
対
策
に
努
め
ま
す
。

早坂議員

加藤議員

●5 議会だ よ り



令和３年度各会計決算を認定

　定例会は年４回、臨時会は必要に応じて

開かれます。

　事前の申し込みは不要です。

　直接、議場にお越しください。

次回の定例会は 12 月に開かれる予定です。

議会を傍聴しませんか？

　第３回定例会で付議された各会計歳入
歳出決算、水道事業会計決算は、決算審
査特別委員会付託となり、９月 13 日・
14 日に特別委員会を開催しました。審議
の結果「認定すべきもの」と決定し本会
議で報告、本会議で採決の結果「認定」
となりました。

決算審査特別委員会の様子
（単位：円）

会　　　計　　　名 歳入総額 歳出総額

一　　般　　会　　計 5,816,827,372 5,744,482,970

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 事 業 849,658,343 832,268,715

農 業 集 落 排 水 事 業 213,908,576 210,238,036

介 護 保 険 事 業 788,068,057 734,006,909

後 期 高 齢 者 医 療 106,042,751 105,342,111

国民健康保険由仁町立診療所 557,890,605 518,104,091

介 護 老 人 保 健 施 設 事 業 129,443,532 129,438,493

企業
会計

水道事業会計
収益的収支 534,007,557 508,580,839

資本的収支 137,350,000 281,394,385
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行政報告（町長）

教育行政報告（教育長）

マイナンバーカード
の申請状況につい
て

新型コロナウイルス
ワクチンの接種状況
について

主な農作物の生育
状況について

主な工事の進捗状
況について

由仁町立診療所の
新型コロナウイルス
感染症の発生につ
いて

令和４年度全国学
力・学習状況調査
について

　町内の申請状況は、８月 28日現在で 2,436 件、50％で全国・全
道平均をやや下回っています。
　普及促進の取り組みとして、役場での夜間・休日受付窓口のほか、
健康元気づくり館、三川会館及び川端老人福祉センターで出張申請
窓口を定期的に開設し、今後は町内の事業所や自治区、団体を訪問
することとしており、引き続きマイナンバーカードの普及促進に取
り組みます。

　４回目の集団接種は８月 28 日をもって終了し、意向調査で接種
を希望する方については、ほぼ接種を完了したところです。
　今後も接種を希望する皆さんが接種することができるよう、個別
接種の機会を確保し、町内医療機関で接種できる体制を継続します。

　水稲はおおむね高温多照で推移したことにより、生育は順調に進
み、作況は平年並みと見込まれています。
　畑作物は、７月上旬及び８月上旬から中旬にかけての大雨の影響
から、収穫作業の停滞が見られる作物があるものの、おおむね順調
に進んでいます。

　三川本通り線道路改築工事と、古山第２墓地線道路改築工事は８
月 24日に着工し、12月 20日に完成の予定です。

　８月３日、医師２名の新型コロナウイルス感染が判明し、入院患
者などへのＰＣＲ検査を行ったところ、11名の感染を確認し、クラ
スターとなりました。早期の治療により、幸いにも重症化すること
なく経過したところです。
　８月 29 日に療養期間を終え、クラスターは終息し、全ての診療
機能を再開しました。
　多大な御迷惑と御心配をかけましたが、これからも一層感染対策
に努めます。

　当町の調査結果は、小学校は国語で６. ６ポイント、算数では４. ２
ポイント全国平均を下回る結果となっていますが、理科は２. ７ポイ
ント上回る結果となっています。
　中学校は国語が３ポイント、数学は１. ４ポイント、理科は３. ３
ポイント全国平均を下回っています。
　各学校に対して、分析結果に基づいた実効性の高い取り組みを進
め、学力向上に向けた改善策を講じるよう指導しています。
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今
年
の
農
作
物
の
収
穫
作
業
も
順

調
に
進
み
、
平
年
並
み
の
作
柄
に
ほ

っ
と
ひ
と
息
つ
い
て
い
る
の
で
は
な

い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、
以
前
ほ
ど
重
症
化
す
る
事
が

無
く
な
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す

が
、
今
一
度
気
を
引
き
締
め
て
感
染

予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

戦
争
が
長
期
化
し
て
い
る
影
響
で
、

我
々
の
生
活
に
必
要
な
燃
料
や
食
材

と
い
っ
た
生
活
物
資
の
価
格
上
昇
が

止
ま
ら
ず
、
家
計
に
深
刻
な
影
響
が

出
て
い
る
こ
と
か
ら
早
急
な
解
決
を

望
む
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
、
第
３
回
定
例
会
に
は
小
学

６
年
生
が
社
会
科
の
学
習
の
一
環

で
、
本
会
議
の
傍
聴
に
来
ら
れ
ま
し

た
。

　
普
段
聞
き
な
れ
な
い
言
葉
が
色
々

と
出
て
き
た
と
思
い
ま
す
が
、
由
仁

町
発
展
の
た
め
に
議
場
で
ど
の
よ
う

な
事
が
話
し
合
わ
れ
て
い
る
か
、
参

考
に
な
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

　
我
々
議
員
も
、
未
来
の
議
員
の
た

め
に
き
ち
ん
と
橋
渡
し
が
出
来
る
よ

う
、
今
後
も
活
動
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
ご
意
見
、
ご
要
望
が
あ
り
ま
し

た
ら
下
記
の
連
絡
先
へ
お
願
い
し
ま

す
。

　
　
　
委
員
長　
大　
畠　
敏　
弘

編
集
後
記

	

26日～28日　空知議長会中央要望
	 	 （東京都　議長）
31日　由仁町開町130年記念由仁町夏まつり
	 開祭式　	 （げんき館前　議長）

４日　由仁町議会の議員定数に関する審査特別
　　　委員会	 （委員会室　委員）
８日　道央廃棄物組合視察研修
	 	 （帯広市　組合議員）
20日　由仁町戦没者追悼式	 （げんき館　議員）
27日　稲津久政経セミナー	 （岩見沢市　議長）
30日　空知町村議会議長会役員会
	 	 （秩父別町　議長）
31日　石狩東部広域水道企業団議会第２回定例会
	 	 （恵庭市　組合議員）
31日　南空知ふるさと市町村圏組合議会議員
　　　協議会	 （岩見沢市　組合議員）

７日　産業厚生常任委員会		 （委員会室　委員）
７日　総務文教常任委員会		 （委員会室　委員）
８日　三役会議	 （正副議長室　議会三役）
８日　議会運営委員会	 （委員会室　委員）
８日　全員協議会	 （委員会室　議員）
９日　由仁町議会の議員定数に関する審査特別
　　　委員会	 （委員会室　委員）
９日　議会運営委員会	 （委員会室　委員）

９日　全員協議会　	 （委員会室　議員）
10日　鈴木直道政経セミナー	 （札幌市　議長）
12日～16日　由仁町議会第３回定例会
	 	 （議場　議員）
13日～14日　決算審査特別委員会
	 	 （大会議室　委員）
16日　議会広報特別委員会	 （委員会室　委員）
29日　議会広報特別委員会	 （大会議室　委員）
29日　全員協議会	 （大会議室　議員）

４日　由仁町老人クラブ連合会指導者研修会
	 	 （音更町　議長）
７日　由仁町議会第３回臨時会	 （議場　議員）
７日　由仁町議会の議員定数に関する審査特別
　　　委員会	 （委員会室　委員）
７日　議会広報特別委員会	 （大会議室　委員）
15日　陸上自衛隊北部方面隊創設70周年記念
　　　演奏会	 （札幌市　議長）
17日　道内行政視察	 （安平町・千歳市　議員）
21日　南空知公衆衛生組合議会視察
	 	 （千歳市　組合議員）
24日　産業厚生常任委員会所管事務調査
	 	 （町内　委員）
24日　由仁町議会の議員定数に関する審査特別
　　　委員会	 （委員会室　委員）
26日　第７師団戦車射撃競技会	（恵庭市　議長）
26日　空知町村議長会第２回定期総会
	 	 （札幌市　議長）
28日　南空知消防組合議会第３回定例会　　　	　	
	 	 （栗山町　組合議員）

７月

８月

９月

TEL　0123-83-2111　FAX　0123-83-3020
e-mail　gikaijimu@town.yuni.lg.jp
　　　　　　　　　　　※匿名分は除かせていただきます。

連絡先

10 月

議会へ町民の皆様の声を届けてください
「住みよいまちづくりのため」に、ご意見、ご要望をお待ちしています。

●8議会だより


